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塁 人 は 貧者 に マン ト を 提 ふ 


吹き 抜け る 風 に 冷た さ が 増 し 、 つ ん と し た 冬 の に お い を 感じ させ 
る 。 
上 秋 の この 時 期 は 、 日 ご と に 寒さ が 増し て ゆき 、 着 実 な 冬 の 訪れ 
を 感じ させ た 。 

秋 の 実り の 由 穫 も ほぼ 終わ り 、 も うす ぐ 巣 ご も り の 季節 が や っ て 
くる 。 

ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 で 迎え る 初め て の 冬 だ 。 

だ が 、 こ こ 口 モス 王 都 で は 、 そ ん な 更け 往く 秋 の 寒空 を 感じ させ 
な い 熱 気 で 第 が に ぎわ っ て いた 。 

この 日 、 王 都 付近 の ネイ ル 村 か ら 、 こ の に ぎわ う 都 まで 足 を 延 ば 
し て いた ヒュ ン ケ ル は 、 普 段 と は 異な っ た 趣 の 、 浮 足立 っ た 街 の 様 
子 に 、 や や 面 食 ら っ て いた 。 

あちこち で 、 天 幕 や ら 装 飾 や ら の 準備 が 進め られ て いる 。 

ある 店 の 前 で は 、 大 き な 立 て 看板 が 路面 に 寝 か さ れ て 、 店 主 と 思 
し き 男 が そこ に メニ ュー や ら イ ラス ト や ら を 描き 、 絵 筆 を ふる っ て 
いた 。 ま た 、 別 の 店 で は 、 店 頭 の 軒下 に 飾り 付け を し て いた 。 

町 の 地図 を 手 に 、 あ ちこ ち で 何やら 指示 を し て いる 人 が お り 、 路 
上 に も 目印 と な る 線 や 矢 EI が 引か れ て いる 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 そ の 喧騒 に 気圧 され 、 侯 らち ら の マ ァ アム に 尋 ね た 。 
「 何 か ある の か ? 」 

する と 、 マ ァ ム は 微笑 みな が ら 答 えた 。 

「 お 祭り の 準備 な の よ 。 」 
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「 そう 。 も うつ すぐ 、 ロ モス の 秋祭り な の 。 そ れ で 、 あ ちこ ち で その 
準備 を し て いる の ね 。 」』 

「 そう か ・ 。 o コ 

する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 そ れき り 口 を 閉じ た 。 

彼 が 体 の 前 で 、 両 手 で 把 え た 袋 の 中 に は 、 い くつ か の 店 で 買い 求 
め た ジャ ム や 紅 共 と いっ た 食料 品 の ほか 、 幅 広 の リボ ン や カー ル 産 
の 毛織 物 な ど 、 王 都 な ら で は の 角 来 品 も あっ た 。 


た ま の 王 都 で の 買い 物 だ 。 二 人 は 、 村 で は 決し て 手 に 入ら な い リ 
ン ガ イア 産 の リン ゴジ ャ ム 、 ギ ルド メイ ン 高 地産 の 紅 茸 、 カ ー ル の 
毛織 物 な ど を 買い 求め 、 さ さや か な 区 沢 を 味わっ て いた 。 

も ちろ ん 、 品 物 を 選ん で いた の は 、 主 に マ ァ アム だ 。 そろ そろ 寒く 
な っ て くる の で 、 冬 用 の 厚手 の シャ ツン や ズボン を ヒュ ン ケ ル に も 作 
ろう と 、 カ ー ル 産 の 手触り の よい 毛織 物 を 選ん で いた の だ が 、 ヒ ュ 
ン ケ ル は 、 ど れ が いい の か わか ら な いと いう つう 顔 で 、 結 局 マ ァ ム が 勧 
め る も の を その まま 受け 入れ て いた 。 

そん な 穏やか な ひと と き を 過ごし て いた は ず で あっ た 。 

マ ァ ム は 、 急 に 口 を つ で ん だ ヒュ ン ケ ル を いぶ か し ん だ 。 け じ っ 
と 、 耳 を そば だ て る 。 と た ん に 、 彼 女 も 肌 に 何 か 感 じ た よ う で 、 表 

育 を 引き 細 め た 。 

背後 に 人 の 気配 を 感じ る 。 人 ご み だ か ら 当 た り 前 な の だ が 、 視線 
が は っ きり と 自分 た ち に 向け られ て いる の を マ ァ ム は 感じ た 。 

視線 の 主 は 、 お そら く 二 人 。 さ ほど 多く は な い が 、 つ か ず 離 れ 
ず 、 一 定 の 距離 を 軸 い た まま 、 マ ァ ム た ちの 後ろ を つい て 歩い て い 
る 。 

何者 だ ろ つ か 。 

すでに 、 大 魔王 と の 戦い が 終わ っ て 数 年 が 経っ て いる 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 自 分 の 素性 を 決し て 明か さ な い 上 、 王 都 に は 何 度 
も 二 人 で 来 て いる が 、 こ れ ま で は 、 不 審 な こと は 何 も な か っ た 。 

それ で も 、 彼 が か つて 魔王 軍 に 所 属し て いた こと を 誰が 知っ て い 
る の か も わか ら な い 。 ど ん な 人 間 が 、 彼 に 危害 を 加え よう と 企ん で 
いる か も わか ら な い )。 

これ まで も 、 マ ァ ム は 、 ヒ ュ ン ケル の 上 身 の 安 全 に は 注意 を し て い 
た 。 

何者 だ ろう つか 、 と マ ァ ム は も うつ 一 度 考え る 。 

自分 と ヒュ ン ケ ル 、 ど ちら が 狙い な の か 。 

や は り 、 ヒ ュ ン ケル だ ろう か 。 

だ と し た ら 、 自 分 が 彼 を 守ら な けれ ば 。 

あの 上 央 し い 戦い の た め に 、 彼 の 体 は 今 で も 万 全 で は な い の だ か 
ら 。 

マ ァ ム が 思索 に 暮れ て いる と 、 ヒ ュ ン ケル が 彼女 に 呼び か けた 。 


「 マ アム 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 そ の まま 声 を 沙 と し 、 彼 女 に 顔 を 向け な いま ま 、 
小さ な 声 で 吉 葉 を つづ けた 。 

「 気付 いて いる か ?」 

マ ァ ム も 、 ヒ ュ ン ケル に 視線 を 向け な いま ま 、 黙 っ て つう な ず い 
た 。 

する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 前 を 見 据え た まま 、 マ ァ ム に 吉 葉 を か け 
た 。 

「 次 の 角 で 走る ぞ 。 」 

「 わか っ た わ 。 」 

マ ァ ム は 、 や は り 彼 の 方 を 見 ず に 答え た 。 

二 人 と も 、 そ れ ま で と 歩き 方 を 変え ず に 、 た だ 無 吉 で 、 目 の 前 の 
角 ま で 歩み を 進め た 。 

そし て 、 十 字 に 道 の 交 わる 交 半 点 に 出る と 、 二 人 は 、 何 の 前 触れ 
も な く 走 り 始め た 。 

「 あ つ ・・・! 」 

背後 で 小さ く 慈 鳴 が 上 が る の を 、 マ ァ ム は 耳 に し た 。 


男 た ち は 焦 っ て いた 。 

目的 の 人 物 を 見 つけ た も の の 、 突 然 走 り 去 られ 、 そ の 酸 旬 、 見 
ee (人 に po 7) 

「 どっ ち に 行っ た ん だ ! ?」 

中 年 の 男 は 焦っ た 様子 で 、 走 りな が ら 何 度 も 立ち 止ま り 、 左 右 を 
見 渡し た 。 

その 後ろ か ら は 、 若 い 男 が つい て き て 、 息 を 整え な が ら 答 えた 。 
「 警戒 され た ん で すか ね 。 」 

「 だ か ら こ っ そり 後 を つけ た ん だ ろう が ! 見 失っ た ら 意 味 な い だ 
ろ ! 」 

「 仕 方 な がい ・・・ 裏 路地 も 探し まし ょ う 。 」 

「 見 か けた ら 教 えて くれ 。 」 

だ が 、 そ うつ いっ て 、 中 年 の 男 が 振り 返っ た と き に は 、 今度 は 、 若 
い 男 の 姿 が な く な っ て いた 。 

中 年 の 男 は 、 焦 り を 隠せ な か っ た 。 


・ お い 、 お 前 まで どこ に 行っ た ん だ ! ? 」 

中 年 の 男 は 、 左 右 を きょろきょろ と 見 まわ し な が ら 、 先 ほど まで 
後 を つけ て いた 若い 男女 の カッ プル と 、 相 方 の 若い 男 の 姿 を 探し 
た 。 

その と き 、 急 に 背後 か ら 、 補 首 を つか まれ た 。 

5 わっ うり ル り 

大 声 を 出す 間もなく 、 中 年 の 男 は 裏 路地 に 引き ずり 込ま れ た 。 

そし て 、 鋭 い 暗 雄 色 の 瞳 に 見 据え られ た まま 、 胸 で ら を つか まれ 
て いる 自分 に 気が付い た 。 

射る よう な 視線 を 向け た その 男 は 、 中 年 の 男 の 胸 で ら を つか ん だ 
右手 の 力 を 緩め る こと な く 、 彼 に 詰問 し た 。 
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薄暗い 路地 に 、 淡 く 差 し 込む お 光 が 、 そ の 男 の 髪 を 照ら し 、 銀 細工 
が 揺れ た 。 中 年 の 男 は 、 自分 が 追い か け て いた 相手 に 胸 ぐ で ら を つか 
生 8RtE6SRIHE 憎 然 と し た 。 

「 か 、 会 長 ・ 

聞き 覚え の ある 声 を 追う と 、 その 上 声 の 主 は 、 や は り 追 いか け て い 
た 桃色 の 髪 の 娘 に 、 両 腕 を 後ろ 手 に され て 近 り 上 げ ら れ て いた 。 

中 年 の 男 は 、 上 ずっ た 声 を 上 げた 。 

「 き 、 気 付い て ・・・。」 

「 当然 だ 。 」 

短い 回 答 で ある が ゆえ に 、 人 迫力 が 感じ られ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 中 年 の 男 の 胸 ぶら を つか ん だ まま 、 吉 葉 を つづ け 
た 。 

「 答 えら れ な い の か 。 斉 え な いよ うな 素性 な の が 。 」 

その 暗 友 色 の 暗 が 、 詰 問 と と も に 厳しい 光 を 帯び た 。 中 年 の 男 は 
震え あがっ た 。 だ が 、 己 を 鼓舞 し 、 声 を 上 げた 。 

「 ま 、 待 っ て くれ ! 怪しい 者 じゃ な い ! ! 」 

だ が 、 ヒュ ン ケ ル は 、 中 年 の 男 の 哀 願 を 聞か ず 、 そ の 手 を 緩め な 
か っ た 。 
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、 な ど と 喜 え る も の か 。 
電 委 生生 りこ の の ミウ グ の な ら 7 2 


7 山 省 

「 だ か ら 何 の 用 だ と 聞い て いる 。」 

する と 、 あ まり に も 意外 な 吉 葉 が 、 中 年 の 男 の 口 か ら こ ぼれ た 。 
「 お 、 俺 た ち は 、 実 行 委 員 会 の 者 な ん だ ! ! 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 意 味 が 分 か ら ず 、 聞 き 返 し た 。 
「・・・ 実 行 委員 会 ? 

「 そ 、 そ うだ ! 聖 マ ルディ ヌス 祭 実行 委員 会 だ ! 私 は その 会 長 
eyko 

「 本 当 で す ! 僕 も 実行 委員 会 の メン バー で す ! 」 

マ ア ァ ム の 手元 で 、 若 い 男 が 声 を 上 げた 。 

マ ァ ム は 驚い て 手 を 離し た 。 

「 本 当 に ・・・?」 

する と 、 若 い 男 は 懸命 に 、 首 が も げ そ うな 勢い で 、 何 度 も つう な ず 
いた 。 

そし て 、 上 着 の 袖 を めく っ て 、 腕章 を 見 せ た 。 

「 ほ 、 ほ ら ! これ ! 実行 委員 会 の 腕章 ! ! 」 

マ ァ ム は し げ し げ と 若い 男 の 腕 と 彼 の 顔 を 見 比べ る と 、 改 め て 彼 
に 層 ね た 。 

「 で も 、 だ っ た ら ど うつ し て 、 こ ん な 後 を つけ る な ん て お か し な 真似 
を し た の ? 」 

する と 、 今度 は 中 年 の 男 が 答え た 。 

ヒュ ン ケ ル は まだ 、 彼 の 胸 ぐ ぶら を つか ん だ まま だ っ た 。 

「 そ 、 そ れ は 、 あ ん た た ち に お 願い し た こと が あっ て 、 そ れ で 、 声 
を か ける タイ ミン グ を つう つか が っ て た ん だ ! ! 」 

「 お 願い ? 」 

マ ア ァ アム の 問い か け に 、 中 年 の 男 は 大 きく うつ な ずい た 。 

ep 記 

あん た た ち に 、 今 年 の 祭り で 、 聖 マル ディ ヌス と 天使 を や っ て いい 
た だ きた LU! ! 」 

Ce we 憶 ? 

意味 が 分 か ら ず 、 ヒ ュ ン ケル は 、 中 年 の 男 に 間 が 抜け た 声 で 聞き 
返し て いた 。 

彼 の 背後 で 、 路 上 に 買い た 袋 の 中 か ら 、 ご ろり と 、 リ ン ゴ の ジャ 


ム が 転がり 落ち た 。 


娘 の 家 の リ ビン グ で 、 レイ ラ は 、 笑 い を か み 級 し な が ら 、 マ ァ ム 
の 話 を 間 い て いた 。 

「 それで 、 結 局 、 断 っ て きち ゃ っ た の ? 」 

マ ア ム は 、 レ イラ に 作 い た 。 


「 だ っ て ・・・ ヒ ュ ン ケル が 絶対 に いや だ っ て 。」 
レイ ラ は 、 王 都 か ら 戻 っ た マ ァ ム た ち が 購 入 し て きた 紀 茜 を 滝 れ 
て も ら っ て いた 。 


紅茶 は 貴重 品 で 、 高 級 品 で も あっ た た め 、 た ま に 王 都 ま で 買い 物 
に 赴 い た 時 くら い に し か 手 に 入れ られ な か っ た 。 
この 日 は 、 マ アム た ち が ロ モス 王 都 か ら 戻 る と 、 レ イラ が 、 厚 く 焼 
いた クレ ー プ を 持っ て き て くれ た の で 、 そ れ に 合わ せ て 、 紅 共 を 光 
れ た 。 厚手 の クレ ー プ に は 、 二 人 が 王 都 で 買っ て きた リン ゴ の ジャ 
ム を 乗せ て みた 。 

マ ァ アム と レイ ラ は 、 リ ビン グ で 向かい 合っ て ティ ー タ イム を 楽し 
ん で お り 、 ヒ ュ ン ケル は 、 キ ッ チ ン に 立っ て いた 。 湯 を 沸か し た ば 
か り だ っ た の で 、 著 の 火 を 見 て いた の だ 。 

レイ ラ は 、 義 理 の 息子 に 冷 れ て も ら っ た 紅 恭 で 温まり な が ら 、 笑 
み を 浮か べ 、 吉 葉 を 発し た 。 

「 あ ら 残 念 ね 。 私 は 見 た か っ た わ 。 」 

する と 、 キ ッ チ ン か ら 、 ヒ ュ ン ケル の げん な けり し た 声 が 聞こ えて 
きた 。 

「・・・ 和 勘弁 し て くだ さい 。」 

マ ァ ム は 苦笑 し た 。 

「 ほらね 。 

ヒュ ン ケ ル が 受け な いん だ っ た ら 、 私 も 受け る つも りな いし 。 

第 一 、 毎 年 、 天 使役 っ て 、 も っ と 小さ い 子 が や る ん じゃ な か っ た 
か し ら ? 」 

し か し 、 マ ァ ム の 疑問 は 、 品 モス で 生ま れ 育 っ た レイ ラ に あっ さ 
けり と 反撃 され た 。 

「 そう いう 年 も ある けど ね 。 成人 女性 が や る こと も よく ある わ 
よ 。」 


する と 、 マ ァ ム は 、 類 を 赤らめ て 反論 し た 。 
「 で 、 で も ! さす が に 私 も 恥ず か し いし ・・・。」 
つま り は こつ うつ いう つこ と だ っ た 。 


ロモ ス 王 都 の 裏 路地 で 、 自 分 た ちの 後 を つけ て きた 不審 者 を 締め 
上 げ て いた ヒュ ン ケ ル は 、 相 手 の 口 か ら 出 た 吉 葉 の 意味 が 分 か ら 
人 と MR GS 二 の 5 人 96M0E 

代わ っ て 、 背 後に いた マ ァ ム が 、 聖 マル ディ ヌス 祭 実 行 委員 会 会 
長 を 名 乗る 男 に 問う た 。 

「・・・ そ れ っ て 、 パ レー ド の ?」 

会 長 は 、 大 きく 何 度 も うな ずい た 。 

「 私 た ち に ? 」 

改め て マ ァ アム が 問う と 、 や は り 、 会 長 は 、 い っ そう 大 きく 首 を 縦 
に 振り 、 何 度 も うな ずい た 。 

「 マ マー ケット で あん た た ち を 見 か けた と き に 、 イ メー ジ に ぴっ た り 
だ っ て 思っ た ん だ ! それ で 、 声 を か け て 、 お 願い を し よう と 思っ て 
いた ん だ が 、 タ イミ ング が つか め な く て ・・・。 あ まり 目立つ と こ 
ろ で も し に くい 話 だ っ た し 。 広場 で こん な 話 を し て た ら 、 市 民 が 集 
ま ら で 吉 で し まう 」 

「 それ に し た っ て 、 こ ん な 風 に こっ そり 後 を つけ な く て も よかっ た 


の に 。 」 

マ ア ァ ム が 同情 の 混じっ た 声 で 会 長 に 吉 つ うと 、 彼 は 済ま な さそ うに 
眉 尻 を 下げ た 。 

「 め 、 面 目 な い ・・・。」 

全く 二 人 の 会 話 の 意味 が 分 か ら な い ヒ ュ ン ケル は 、 困 り 果 て て 口 
を は さん だ 。 

聖 マ ルディ ヌス 祭 ? 

パ バ パレード? 


イメ ー ジ に 合う ? 

聞き 慣れ な い 吉 葉 が 飛び 交 う 中 で 、 こ の 目 の 前 の 男 が 自分 た ち に 
何 を 求め て いる の か が つか め な か っ た 。 

「 待 っ て くれ 。 ど うつ いう つこ と な ん だ ? 」 

する と 、 逆 に 会 長 の 方 が 不思議 そつ な 顔 を し た 。 


「 お 兄さん ? 加 マ ルディ ヌス 祭 だ よ ? 」 

お しろ 、 な ん で 吉 葉 の 意味 が 通じ な いん だ と いつ よう な ニュ アン 
ス で 、 中 年 の 男 に 聞き 返さ れ た 。 慌 て て マ ァ ム が と りな し た 。 

「 あ 、 彼 は 、 も と も と ロモ ス の 人 じゃ な いん で す 。 」 

「 ああ 。 それで 。 」 

よう や く 、 会 長 は 、 合 点 の いく 顔 を し て 人 閣 い た 。 

「 ご めん な さい 、 ヒ ュ ン ケル 、 わ か ら な いわ よね 。 」 
マ ア ム が ヒュ ン ケ ル に 吉 葉 を か け 、 説 明 を 始め た 。 

「 聖 マル ディ ヌス は 、 二 十 四聖 人 の 一 人 で 、 1 1 月 の 前 半 の 守護 束 
人 よ 。 ちょ うど 収穫 時 期 と 重 な むる し 、 す て き な 伝 説 の ある 人 だ か ら 
聖人 の 中 で も 人 気 が あ っ て ね 。 こ の 時 期 の 秋祭り の こと を 、 ロ モス 
で は 、 昔 か ら 、 聖 マル ディ ヌス 祭っ て 呼ん で 、 お 祝い し て いた の 
Ne 
「 伝説 ? 」 

ヒュ ン ケ ル に 聞き 返さ れ 、 マ ァ ム は つう な ずい た 。 マ ァ ム は 吉 葉 を 
つづ けた 。 
「 そう 。 聖 マル ディ ヌス は 、 も と も と は 、 古 代 の 兵士 だ っ た ん で 
すっ て 。 

そし て 、 都 か ら 戦 地 に 赴く と き に 、 和 道 で 、 貧 し いい 老婆 を 見 か け 
た の 。 ちょ うど こん な 1 1 月 の 寒い 時 期 だ っ た らし いわ 。 そ の と き 
に 、 寒 空 で 震え て いた その 老婆 を 哀れ に 思っ た マル ディ ヌス が 、 自 
分 の マン ト を 半分 切っ て 提 え た ん で すっ て 。 戦 い の 前 だ っ た の に 
ね 。 そ れ に 、 当 時 は 貴重 な む お も の だ っ た ん じゃ な いか し ら 。 

そう し た ら 、 そ の 老婆 は 、 た だ の 人 間 で は な く て 天使 だ っ た の 
よ 。 天 使 の 報告 を 受け て 、 マ ルディ ヌス の 善行 に 感じ 入っ た 神 が 、 
彼 を 聖人 に 叙 し た っ て いう 伝説 な の 。 

それ に ちな ん で 、 聖 マル ディ ヌス 祭 で は 、 聖 マル ディ ヌス と 天使 
に 拐 し た 男女 が パレ ー ド を 先導 し て 、 ロ モス 王城 の 前 庭 まで 行く の 
よね 。 」 

する と 、 会 長 が 、 前 の め り 気 味 に マ ァ ム の 吾 葉 を 継い だ 。 
「 そう ! その 役 を 、 あ ん た た ち 二 人 に や っ て ほし いん だ ! ! 私 は 毎 
年 、 こ の 祭り の 実施 に 関わ っ て いる が 、 あ ん た た ち み た い に イ メー 
ジ に ぴっ た り 合 う 人 は 見 た こと が な い ! 」 


よう や く ヒ ュ ン ケル は 話 の 内 容 が 理解 で きた 。 

だ が 、 会長 の 吉 葉 の 意味 を 理解 する と 、 今度 は 、 嫌 な 予感 が 胸 の 
内 を 占め た 。 

マ ァ ム が さら な る 説明 を 、 会 長 に 求め た 。 

「 聖 マル ディ ヌス 役 っ て 、 鎧 と マン ト を 付け て 、 馬 に 乗っ て パレ ー 
ド を 先導 ・・・ で し た よね ? 」 

2 うつ 。 

「 天 使役 っ て ・・・。」 

「 そ っ ち は 、 白 い ド レス と 羽根 を つけ て 、 屋根 の な い 馬 車 に 乗っ て 
も ら っ て いる 。 」 

マ ァ ム と 会 長 の 会 話 を 、 異 世界 の 出来 事 の よう に 聞き な が ら 、 
ヒュ ン ケ ル は 、 自 分 が その 話 の 当事者 に な っ て いる こと が 実感 で き 
な か っ た 。 

だ が 、 一 方 で 、 冷静 な 頭 で 、 そ の 内 容 を 理解 する と 、 低 い 声 で 吉 
葉 を 絞り 出し た 。 

「・・・ 絶 対 に ダメ だ 。 」 

する と 、 心 研 、 シ ョ ッ ク を 受け た よう な 顔 を し て 、 会 長 が 声 を 上 
げた 。 

「 そ 、 そ ん な あ ・・・。 イ メー ジ に ぴっ た りな ん だ よ 。 」 

「 何 と いわ れ て も 御免 だ 。 

「 そ こ を 何と か ! ! 」 

食い 下がる 会 長 に 、 マ ァ ム は 苦笑 し た 。 

「 彼 が 受け な い の な ら 、 私 も 遠慮 し ます 。 」 

する と 、 ヒ ュ ン ケル は マ ァ ム に 振り 返っ た 。 

「 お 前 は や れ ば いい じゃ な いか 。 天使 、 お 前 に 似合う に 決ま っ て い 
る 。 」 

し か し 、 マ ァ ム は 静か に 首 を 横 に 振っ た 。 

「 あ ら 、 あ な た が や ら な いな ら 意 味 が な いわ 。 

それ に 、 了 恥ずかし いし ・・・。」 


づつ M、 
マ ア ム は 、 改 め て 、 会 長 に 向き 直る と 、 申 し 訳 な さそ うつ な 顔 を し 
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「 お 話 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 


で す が 、 ご 遠慮 させ て いた だ きま す 。 」 

「 せめて も つう ちょ っ と 考え て くだ さい よ ! 」 

「 彼 は 、 一 度 こ うつ 決め て し まっ た ら 、 譲 ら な い の で 。 

で も 、 お 祭り 、 楽 し み に し て いま すね 。 」 

マ ァ ム は 、 必 死に 食い 下がる 実行 委員 会 会 長 に 」 寧 に 断り の 挨 拶 
を し た 。 


こと の 歯 末 を マ ア ム か ら 聞 いた レイ ラ は 、 お か し そう に 笑い を か 
み 角 し な が ら テ ィ ー タ イム を 過ごし て いた 。 

レイ ラ は 、 リ ン ゴ の ジャ ム を 乗せ た 厚手 の クレ ー プ を 品 に 運び な 
が ら 、 娘 に 尋ね た 。 

「 お 祭り 当日 は 行く の ? 」 

「 ち ょ っ と 迷 っ て る わ 。 す っ か り ヒ ュ ン ケル が 警戒 し ちゃ っ て 。 」 
当 の 本 人 は 、 キ ッ チ ン で 困っ た 顔 を し て いる 。 

この 地上 を 丸ごと 吹き 飛ば そう と し た 大 魔王 に 挑ん だ 闘志 の 使徒 
が 、 祭 り の 仮装 を も ちか けら れ て 必死 で 断り 、 さ ら な る 勧誘 を 恐れ 
て いる 様子 が 、 レ イラ に は 微笑 まし く 思 え 、 ま た 可愛 らし く 感 じ ら 
れ た 。 

レイ ラ は 苦笑 し な が ら 、 娘 に 吉 葉 を 返し た 。 

「 行 っ て くれ ば いい じゃ な い 。 せ っ か くだ し 、 ヒ ュ ン ケル は 初め て 
で し ょ う ? さす が に 当日 に な っ て 声 を か けら れる こと も な いで し ょ 
うし 、 楽 し ん で きた らい いわ 。 」 

: 生 つね ・ > o コ 

レイ ラ の 吉 葉 に 、 マ ァ ム は つう な ずい た 。 

マ ァ ム は 、 聖 マル ディ ヌス 祭 に つい て は 、 毎 年 楽し み に し て い 
た 。 

特に 、 間 村 々 か ら 集 まっ た 人 々 の パレ ー ド は 人 圧巻 で 、 間 村 の 伝統 
的 な 装束 に 身 を 包ん だ 人 々 が 参加 する その 様 は 見 事 だ 。 

それ に 何より も 、 そ ん な 祭り の 様子 を ヒュ ン ケ ル に 見 せ た か っ 
た 。 

これ まで あま り 市 井 の 生 活 に 縁 の な か っ た 彼 に 、 少 し ずつ 、 知 っ 
て も らい た い の だ 。 

穏やか な 暮らし の 中 に ある 、 お いし い 料 理 、 街 の 人 が 楽し み に し 


て いる 行事 、 季 節 の 移ろい 。 
そん な も の を 、 戦 い に 明け 暮れ て きた 彼 に も 感じ て ほし か っ た 。 


祭り の 当日 は 、 晴 天 に 恵まれ 、 抜 ける よう な 青空 が 広がっ て い 
た 。 

寒さ は 一 層 上 厳 し さ を 増し 、 吹 き 付 ける 風 に 身 を 震わせ る 季節 に 
な っ て きた が 、 幸 い 、 こ の 日 は 日 差し に 恵まれ 、 比 較 的 過ごし や す 
い 陽 気 だ っ た 。 

そつ うつ は 喜 っ て も すでに 肌寒い 季節 だ 。 外 査 は 手放せ な か っ た 。 
マ ァ ム に 説得 され て 、 聖 マル ディ ヌス 祭 に 赴 い た ヒュ ン ケ ル で 
あっ た が 、 前 回 王 都 を 訪れ た と きよ り も さら に 人 出 も 増し 、 様 々 な 
装束 に 映 を 包ん だ 人 々 を 前 に 、 か つて 大 魔王 に 挑ん だ 闘気 も な すす 
べ は な く 、 す っ か り 委 縮 し て いた 。 

する と 、 ど うし て いい い の か わか ら な い 様 子 で 仔 む ヒュ ン ケ ル の 傍 
ら で 、 マ ァ ム が 感 悩 深 げ な 声 を 上 げた 。 

「 懐か し いな あ ・・・ 子 ども の ころ 、 父 さん や 母さん と も 来 た の 
es コ 

「 そう か 。 」 

ヒュ ン ケ ル が 相 梓 を 打つ と 、 マ ァ ム は 吉 葉 を つづ けた 。 

「 つ ん 。 

ほら 、 今 日 は 、 民 族 衣 装 の 人 が 多い で し ょ うつ ? あの 人 た ち 、 パ 
レー ド に 出る の よ 。 」 

喜 わ れ て みる と 、 普 段 、 ネ イル 村 や ロモ ス 王 都 で 見 る より も 華 や 
か な 服装 の 者 が 多い 気 が し た 。 

特に 女性 の 衣装 は 可愛 らし いり 。 

た っ ぷり と し た ギャ ザー を 寄せ た 長め の スカ ー ト 。 

ふん わり と し た 袖 。 

スカ ー ト の 前 に 下げ た エプロ ン 。 

そし て 、 男 性 は 、 少 し ゆっ た けり と し た 長 ズ ボン に 、 白 の シャ ツ 、 
ベス ト を 着用 し て いる 者 が 多かっ た 。 

よく 見 る と 、 グ ルー プ ご と に 色彩 が 異な っ て いた 。 

スカ ー ト の 色 や 柄 、 そ れ を 彩る レー ス や 刺繍 テー プ 、 髪 の まとめ 
方 や それ を 彩る リボ ン な ど 、 様 々 な バリ エー ショ ン が 見 る 者 の 目 を 


楽し ませ る 。 

不思議 そう な 顔 を する ヒュ ン ケ ル に 、 マ ァ ム が 吉 葉 を 足し て 説明 
を し た 。 

「 あの 人 た ち は 、 そ れ ぞ れ の 村 や 町 ご と に 分 か れ て いる の よ 。 口 モ 
ス の それ ぞ れ の 村 や 町 に は ね 、 伝 統 的 な 染色 と か 、 柄 と か あっ て 
ね 。 そ れ で 、 こ の 日 は 、 自 分 た ちの 村 や 町 の 伝統 的 な 服装 で 来 て い 
る の よ 。 

私 も 子供 の ころ 、 ネ イル 村 の 衣装 で 参加 し た こと が あっ た わ 。 」 
「 マ アァ ム が 2? 」 

「 つ うん 。 で も ね 、 ネ イル 村 の 衣 装っ て 、 結 構 可愛 らし いか ら 、 今 考 
える と 恥ず か し いけ ど ね 。 今 年 は ミー ナ た ち が 出 て くれ て いる わ 。 
あっ 、 ほ ら 、 あ そこ に 。 」 

マ ァ ム が 指さし た 方 を 見 る と 、 1 0 歳 く らい の 少女 が 、 こ ちら に 
向かっ て 手 を 振っ て いた 。 

大 き な リ ボン で 後ろ 髪 を 束ね 、 ギ ャ ザー の 寄せ られ た ふん わり と 
し た ロン グ ス カ ー ト 、 大 き な 補 と バル ー ン スリ ー プ の 袖口 に は 、 白 
い レ ー ス が あし ら わ れ て いる 。 ス カー ト の 上 に 、 透 ける レー ス の エ 
プロ ン を つけ て いる の が 、 一 層 華 や か だ 。 

ミー ナ た ち ネ イル 村 の 一 群 に は 、 ヒ ュ ン ケル が 見 知っ た 顔 の 者 が 
何人 も いた 。 ヒュ ン ケ ル も 、 彼 ら に 軽く 手 を 振る と 、 マ ァ ム を 願 み 
た 。 

「 い まで も 、 十 分 、 お 前 に 似合う と 思う が 。 」 

する と 、 た ち ま ち 、 マ ァ ム は 類 を 赤らめ た 。 

『 志 つら すず すぐ そう いう 司 と 言う 1』 

「 俺 は 思っ た と お り に 吉 っ て いる だ け だ 。 」 

「・・・ 分 か っ て る わ 。 だから 余計 に ・・・ 恥 ず か し い の 。 」 

そつ 吉 っ て 照れ る マ ァ ム も 可愛 らし いと 思っ た が 、 ヒ ュ ン ケル 
は 、 そ れ 以 上 は 、 口 に 出す の を や め た 。 

マ ァ ム は 、 類 を 染め て ヒュ ン ケ ル か ら 視 線 を 外し て いた が 、 少 し 
する と 、 彼 を 顧み て 、 右 手 を 差し 出し た 。 

「 お 城 の 前 庭 まで 行き まし ょ う 。 そ こ が 一 番 、 見 ご た え が あ る 
わ 。 」 

柔らかい 笑顔 が 彼 に 向け られ て いた 。 


その 彼女 の 姿 に に 、 ヒ ュ ン ケル は 感 慌 深 い 思 い が し た 。 

この 手 に 何 度 導 か れ て きた だ ろ つ か 。 

何 度 、 救 われ て きた だ ろ つ か 。 

いま も また 、 彼女 は 、 市 井 の く らし を 知ら な い 自 分 に 、 新 し い 世 
界 を 見 せよ うと し て くれ て いる 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 穏 や か に 微笑 お と 、 そ の 手 を 取っ た 。 

「 ああ 。 連 れ て 行っ て くれ 。 」 

その 吉 葉 に 、 マ ァ ム は 、 嬉 し そう に 微笑 ん だ 。 


イラ スト る ぴこ ご 様 (https://www.pixiv.net/users/72775755 ) 


鮮やか な 民族 衣装 の 人 の 流れ は 、 城 へ と 向かっ て 伸び て いた 。 

その 両 脇 に は 、 見 物 害 が ご っ た 返し て いる 。 

二 人 は 、 人 ご み で は ぐれ な いよ うに 、 手 を つない だ まま 足 を 進め 
た 。 

その パレ ー ド の 沿道 に は 、 い くつ も の 出店 が 並ん で いた 。 

パン を 売る 店 。 

チー ズ や ハ ム 、 骨 付き ロー スト ポー ク を 売る 店 や 、 ビ ー ル や ホッ 
トワ イン の 店 、 ア クセ サリ ー や レー ス と いっ た 装飾 品 を 売る 店 な ど 
様々 な で 店 が 立ち 並び 、 い っ そう 、 祭 り の に ぎ や か さ に 華 を 添 えて 
いた 。 

その 中 で 、 髪 飾り を 売る 小さ な 出店 を 見 つけ る と 、 ふ と 、 ヒ ュ ン 
ケル は 足 を 止め た 。 

それ は 、 秋 の 花 を 乾燥 させ た ドラ イフ ラ ワ ー で 作っ た 髪 飾 り だ っ 
た 。 小 さ な 野 の 花 を 乾燥 させ 、 そ れ を 昌 で 呈 い 、 台 座 に つけ て 髪 飾 
り に し て いた 。 

不意 に 足 を 止め た ヒュ ン ケ ル の 視線 の 先 を 、 マ ァ アム は 追っ た 。 彼 
らし く な く 、 実 に 可愛 らしい 潤 桃色 の 髪 飾り に ヒュ ン ケ ル が 目 を 止 
め て いる の に 気が付い た 。 

呈 コン ケル 

マ ァ ム が 尋ね る と 、 ヒ ュ ン ケル は つぶ や く よ う に 答え た 。 

PS NM お 前 の 髪 と 同じ 色 の 花 だ な 。 」 

見 る と 、 髪 飾り に は 、 小 さ な 千 の よう な 薄 桃 色 の 花 が あし ら わ れ 
て いる 。 薄 桃色 の 花 が 中 心 と な り 、 そ れ よ り も 少し 濃い 色 の 花 が 添 
えら れ 、 色 彩 の コン トラ スト を 奏で て いた 。 

その 花 に は 、 マ ァ ム も 見 覚え が あっ た 。 

「 あ 、 あの 花 ・ > o コ 

する と 、 マ ァ ム が 何 か 吉 つよ り も 早く 、 ヒュ ン ケ ル が 店 主 に 声 
か けた 。 

「 これ を 一 つ 、 見 せ て も ら え る か ?」 

の つ ぞ で て 

店 主 は 、 明 る い 声 で 、 ヒ ュ ン ケル に 髪 飾り を 一 づつ 手渡 し た 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 つ な い だ 左 手 を 離さ な いま ま 、 右 手 で 受け 取っ 
た 。 

ひと つ ひ と つ 、 丁 寧 に 作ら れ て いる の で あろ うつ それは 、 ヒ ュ ン ケ 
ル の 武 骨 で 大 き な 手 に は 不 釣 り 合 い に 華 著 で 小さ か っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 少 し 戸惑っ た 様子 で 、 マ ァ ム に 吉 葉 を か けた 。 
「・・・ す まな い 、 マ ァ ム 。 俺 の わが まま な の だ が ・・・ こ れ を 一 
つ 、 買 っ て も いい か ? 

お 前 に つけ て ほし い 。 」 

マ ア ァ アム は 荻 い た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 自 分 自身 が 着 飾 る こと を し な い 。 マ ァ ム が お し ゃ 
れ を する と 益 め て くれ る が 、 お 前 は その まま が 一 番 か わい いな ど 
と 、 対 処 に 困る 台詞 を 平気 で 日 に する 。 

その 彼 が 、 マ ァ ム に こん な お 願い を する こと は 珍し か っ た 。 

マ ァ ム は 、 嬉 し く な っ て 微笑 み 返 し た 。 

「 ありがとう 、 ヒ ュ ン ケル 。 か わい いしい! 髪 飾 り ね 。 」 

その 詩 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は 、 心 か ら ほ っ と し た よう な 顔 を 見 せ 
た 。 そ し て 、 出 店 の 店 主 に 金 を 払っ た 。 

店 か ら 少 し 離れ る と 、 彼 は 、 マ ァ ム の 薄 桃 色 の 艶 や か な 髪 に そっ 
と 触れ た 。 

マ ア ァ ム は 、 目 を 閉じ た 。 

ヒュ ン ケ ル の 手 が 彼 女 の 髪 を 取り 、 そ こ に 、 そ っ と 、 同 じ 色 の 花 
が 飾ら れ た 髪 飾り が 彩 を 添え る 。 

マ ア ァ ム の 髪 を 取り 、 髪 飾り を 差す 、 そ の 大 き な 手 の 感触 が 、 マ アァ 
ム に は 実に 心地 よかっ た 。 

少し だ け 恥 ず か し く 、 髪 に 触れ られ る だ け で どき どき する 。 

その 心地 よさ に 、 体 が 震え た 。 

や が て 、 彼 の 低い 、 穏 や か な 声 が 聞こ えた 。 

「 似 合う な 。・・・ 可 愛らしい 。」 

マ ア ム は 、 つ うつ つむ お いた まま 、 目 の 前 の 彼 の 左手 を 、 両 手 で 握っ 
た 。 な か な か 顔 が 上 げ ら れ な か っ た 。 そ の 彼女 の 手 を 、 ヒ ュ ン ケル 
の 手 が 、 包 お よう に 握り 返し た 。 

「 行く か 。 」 

マ ァ ム は 上 黙っ て うな ずい た 。 


そし て また 、 二 人 は 、 城 の 中 庭 へ と 歩み を 進め た 。 
の 歩き な が ら 、 手 を つない で いな い 方 の 左手 で 、 そ っ 
の 

明 2929 自分 が 選ん だ この 髪 飾り を 、 マ ァ ム の 髪 の 色 だ と 
上 生け に HE か っ た の だ が 、 
マ ァ ム の 心 を 揺るが し た の は それ だ け で は な か っ た 。 

髪 飾り に は 、 薄 桃色 の 花 を 引き 立て る よう に 、 少 し だ け そ れ よ り 
も 濃い 色 の 同じ 種類 の 花 が 添え られ て いた 。 そ の 色 が 、 か つて 、 決 
戦前 に 見 た 、 彼 の 魂 の 色 に 似 て いた の だ 。 

を し て 、 才 つつ 。 

マ ア ァ ム は 尋ね た 。 

「 ヒュ ン ケ ル 、 こ の 花 、 知 っ て た の ? 」 
する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 何 か 古い 知識 や 記憶 を た ぐる よう に 、 沈 時 
8y や が て で 、 ぼ ぽつり 05 


「 。。・ 苦 、 先 生 と ・・・ 
だ が 、 収 は そこ で 吾 葉 を 切っ た 。 
「・・・ い や 、 気 の せい だ な 。 」 


それ 以上 は 、 答 えな か っ た 。 
マ ア ァ アム も それ 以上 、 尋 ね な か っ た 。 
Ta Ge 
ーー ・ も し か し て 、 知 っ て いる の ? この 花 の 意味 ・ 

マ ァ ム は 、 以 前 、 レ イラ と と も に 村 の 近く の 礎 で 見 た 、 花 畑 を 思 
い 出 し て いた 。 

記憶 の 中 で 、 い ま よ り も 少し 若い レイ ラ が 、 い ま よ り も 少し 幼い 
マ ア ァ アム に 呼び か ける 。 

目 の 前 に は 、 こ の 髪 飾 り と 同じ 、 守 の よう な 花 が 群生 し 、 花 畑 を 
性 56k) だ 。 

レイ ラ の 吉 葉 が 、 マ ァ ム の 脳裏 に 蘇っ た 。 
ー こ の 花 の 意味 は ね 、『 色 裾 せ ぬ 愛 』。 

誰 の 心 の 中 に も 、 そ ん な 想い が ある か も し れ な いわ ね ・ 

そう 吉 っ て 、 切 な げに : 回 く を 見 た レイ ラ の 目 に は 、 た だ 一 人 の 上 
の 姿 が あっ た の だ ろう つう 。 

この 髪 飾り に あし ら わ れ た 花 は 、 あ の と き 、 レ イラ と 見 た 花畑 と 


同じ 姿 を し て いた 。 


ロモ ス 城 の 前 庭 に は 、 広 い 舞台 が 組ま れ て いた 。 遠 く か ら で も 、 
その 丁 上 が よく 見 える 。 

大 陽 が 南 中 を 過ぎ て 傾き 始め 、 少 し 日 が 陰 っ て くる と 、 途 端 に 、 
風 が 冷た く な っ て きた 。 

祭り も そろ そろ 終盤 に 差し 掛か り 、 吹 く 風 は 冷た く と も 、 人 々 の 
熱気 は 勢い を 増し て いた 。 

遠目 か ら 壇 上 を 見 る と 、 た っ ぷり と し た 真綿 に 縁 ど られ た 豪華 な 
マン ト を 付け 、 冠 を か ぶっ た 初老 の 男性 が 、 そ の 中 央 に 立っ て いる 
の が 見 えた 。 

ロモ ス 土 だ 。 

小柄 な 王 で は あっ た が 、 舞 台 の 中 央 に あっ て は 十分 に 人 々 の 目 を 
引く 。 

そこ へ 、 王 都 を 練り 歩い て きた 提 村 や 町 か ら 集 っ た 人 々 が 順に 進 
ん で きた 。 

その 列 の 先頭 に は 、 馬 上 の 騎士 と 、 可 愛らしい 小さ な 馬車 。 

騎士 の 男性 は 、 古 めか し い 鐘 を 身 に まとい 、 短 い マ ント を か ら 
か け て いた 。 伝説 どおり の 、 半 分 だ け の マン ト だ 。 

屋根 の な い 、 小 さ な 馬 車 の 上 に は 、 真 っ 白 な は ドレス を 纏っ た 少女 
が いた 。 

あれ が 、 聖 マル ディ ヌス と 天使 な の だ な 、 と ヒュ ン ケ ル は すぐ に 
理解 し た 。 

騎士 役 の 男性 は 、 舞 台 に 近づく と 、 馬 か ら 下 り 、 王 に 向かっ て 恭 
し く 頭 を 下げ た 。 

そし て 、 彼 は 、 天 使 の 少女 を 馬車 か ら 降 ろ し て 腕 に 抱え る と 、 舞 
台 前 に 設け られ た 階段 を 一 歩 ず つ 上 り 、 や が て 、 王 の 待つ 舞台 の 上 
に 立っ た 。 

隣 で その 様 を 見 て いた マ ア ァ アム が 、 ヒ ュ ン ケル に 説明 を し た 。 

「 パ レー ド を 先導 し た 聖 マ ルディ ヌス と 天使 は 、 王 様 の 前 に 出る 
の 。 そ うし て 、 聖 マル ディ ヌス は 、 隆 下 に 剣 を 捧げ 、 天 使 は 、 陸 下 
に 祝福 を 授け る の よ 。 」 

それ を 聞い て 、 ヒ ュ ン ケル は つ な ず いた 。 


「 な る ほど 、 そ れ で 王家 の 権威 と 正当 性 を 示す の だ な 。 」 

その 吾 葉 を 聞い た マ ァ ム は 、 苦 笑 す る し か な か っ た 。 

「・・・ ヒ ュ ン ケル っ て 、 政 治 的 な 思惑 、 す ぐに わか る わ ね 。 」 
「 すま ん 。 野暮 だ っ た な 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 困っ た よう な 顔 を し た 。 魔王 軍 に 長く いた 彼 は 、 ど 
うし て も 裏 の 意味 を 読み 取っ て し まう 。 

する と 、 マ アァ ム は 、 舞 台 に 目 を 向け た まま 、 感 慌 深 げに つぶ や い 
た 。 

「 い いろ いろ な 意味 が ある の か も し れ な いけ れ ど 、 で も 、 私 は 、 こ の 
パレ ー ド の 最後 っ て 、 いつ も きれ い だ な っ て 思っ て た わ 。 」 
の が 

ヒュ ン ケ ル は 、 それ 以上 は 青葉 を 足 さ な か っ た 。 

日 が 傾き 始め 、 あ ちら こち ら で ラ ンタ ン が 六 か れ 始 め た 。 そ の 火 
が 、 ま る で 星 の よ うに 街 に 漂う 。 

その 灯火 の 中 、 ロ モス 王 の 前 に 進み 出 た 聖 マ ルディ ヌス は 、 貴 
き 、 そ の 合 を 王 の 前 に 示し た 。 

する と 、 ロ モス 王 が 腰 を か が め 、 そ の 語 を 受け 取っ た 。 

王 は 、 聖 マル ディ ヌス の 剣 を まっ すぐ に 天 へ と 掲げ た 。 

わっ と 歓声 が 上 が っ た 。 

天使 の 少女 が 、 王 の 前 で スカ ー ト を つま み 、 浅 女 の 礼 を し た 。 

そう し て 、 王 が 右手 を 差し 出す と 、 そ の 手 に 、 そ っ と 大 を 寄せ 
た 。 

天使 の 祝福 だ っ た 。 

いっ そう 、 大 き な 歓 声 が 沸き 起こ っ た 。 

地上 の 星 の よ うな ラン タン の 明か り の 舞う 中 、 ロ モス 王 が 民 則 に 
向かっ て 大 きく 手 を 振っ て いる 。 そ し て 、 人 々 も また 、 王 を 移 え 、 
聖 マ ルディ ヌス と 天使 の 祝福 に 感謝 を する 吉 葉 が 、 方 々 か ら 上 が っ 
CN つ だ 。 

マ ァ ム は 、 壇 上 の 騎士 を 見 つめ た 。 今年 の 聖 マ ルディ ヌス は 、 繊 
細 な 顔立ち の 、 優 し そつ な 若い 男性 だ っ た 。 衣装 も よく 似合っ て い 
る 。 

だ が 、 マ ァ ム は 、 そ の 姿 を 眺め な が ら 、 そ こ に 、 別 の 男性 の 面 を 
重ね た 。 そ し て 、 ふ うと た め 息 を つき 、 傍 ら の ヒュ ン ケ ル を 見 上 げ 


た 。 

マ ア ァ ム の 視線 に 気づい た ヒュ ン ケ ル は 、 彼女 に 尋ね た 。 

「 どう か し た か ? 」 

マ ァ ム は 、 ゆ っ くり と 首 を 横 に 振っ た 。 

「 つつ ん 。 な ん で も な いり 。 

で も 、 ち ょ っ と 残念 だ っ た か な あっ て 。 」 

ヒュ ン ケ ル が 、 マ ァ ム の 言葉 の 意味 を 測り か ね て いる と 、 さ っ 
と 、 冷 た い 風 が 吹 U た 。 マ ァ ム が 反射 的 に 映 を すく め た 。 

それ に すぐ に 気づい た ヒュ ン ケ ル は 、 自 身 の 外 論 の 診 の 留め 金 を 
外す と 、 ふ ん わり と 、 彼 女 の 身 を 外 査 で 包み 込ん だ 。 正面 か ら 抱 き 
か か えら れ 、 彼 の 大 き な 外 査 に 包ま れ た マ ァ ム は 、 戸 惑 っ た 声 を 上 
げた 。 

区 向く 区 ケル ャ ャ マ 

その 彼女 の 耳元 に 、 穏 や か な 直 葉 が 沙 各 ち て きた 。 

「 寒 く な いか ? 」 

何より も その 詩 葉 が 温か く て 。 
その 心遣い が 嬉し く て 。 
マ ア ァ ム は 、 ぎ ゅ っ と 、 彼 の 胸元 の シャ ツ を つか ん だ 。 
「・・・ つ うつ ん 。 ヒュ ン ケ ル が こう し て くれ て いる か ら 、 寒 く な 
【 ! し 
を づつ か 』 

マ ア ァ アム は 、 ヒ ュ ン ケル の 外 査 に 包ま れ た まま 、 顔 だ け で 振り 返 
り 、 そ の 面 を 舞台 に 向け た 。 

そし て 、 自 身 の 伴 但 に 呼び か けた 。 
『 ビ ピュン ケル 。 」 
「 な ん だ ? 」 
「 私 ね 、 あ な た の 方 が 素敵 な の に な あ ・・・ ち ょ っ と 残念 だ っ た か 
も っ て 思っ た ん だ けど ・・・ こ うし て あな た を 独り 占め で きる の っ 
て 嬉し いな あっ て 思っ ちゃ っ た 。 」 

そう し て 、 少 し 悪戯 めい た 顔 で 、 ヒ ュ ン ケル を 見 上 げた 。 
ES ゞ け 与 える 。 

聖 マ ルディ ヌメ ス み た いね 。 」 

する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 ふ っ と 笑み を 浮か べた 。 


「・・・ 知 ら な か っ た の か ? 

お 前 は 、 ず っ と 、 俺 の 天使 だ っ た ん だ ・・・。」 
埋 葉 の 終わ り は 、 祭 り の 喧騒 に 飲ま れ て 消え て いっ た 。 

だ が 、 そ の ぬく も り は 、 い つま で も マ ァ ム を 包み 込ん で いた 。 


